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あじま～
情報交差点・心と心の交わり

大宜味村教育委員会

電話４４－３００６

FAX ４４ー３０２０

　４月 14 日（水）、大宜味中学校で ICT 活用授業（タブレット端末を活用した授業）が行われました。

　今年度より始動した GIGA スクール構想。子どもたちを誰一人取り残すことのない一人一人に応じた個

別最適化学習にふさわしい環境を整備するものです。児童・生徒には１人に１台タブレット端末が支給さ

れ、授業の中で活用します。

　この日行われた３年生の技術の授業では SNS（ソーシャルネットワークサービス）の作られた仕組みと

制作を知ることで普段は使うだけの SNS への理解を深めることを目的に、タブレットを使って実際に

LINE のような SNS を制作しました。

　タブレット端末の操作も難なくこなす生徒たち。画面を作り、メールを送り合うことができると喜び、

SNS の仕組みを学ぶことができました。

　これから様々な授業で取り組まれる ICT 活用授業。課題について

の調べ学習や学びの整理、まとめ、ふり返りに活用できます。また、

カメラやビデオ機能を使った校外での自然観察や実験観察、友だち

の考えをタブレットで確認することで互いの考えを比較、共有する

ことができ、主体的、対話的で深い学びにつなぐことができます。

　子どもたちを始め先生方も最初は戸惑うこともあると思います

が、ICT 支援員というスペシャリストの先生もついてくれるので安

心してゆっくり焦らず進めていけたらと思います。

ＩＣＴを活用した授業始まる！
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教育委員
邊土名朝英さん（津波出身）

学校教育係長
松川雄太さん

社会教育係
津波古達功さん

文化財推進支援員
森下愛子さん

１年担任
仲間雅子先生

養護教諭
川上美月先生

栄養職員
上野聖子先生

きらめき
仲本めい先生

図書司書
石新葉子先生

教頭　知花淳次先生１年担任
渡具知瑠璃先生

３年担任
伊藝大輔先生

２年副担
比嘉ちなつ先生

３年副担
山川拓也先生

学習支援
新垣佳奈子先生

給食センター

調理員　平良厳さん

ICT 支援員
照屋美智代さん

２年担任
鮫島英里先生

中学校

　今年度から新たに加わっ

た学校職員、 教育委員会の

新しいメンバーです。

　大宜味っ子たちと共に学

校生活を楽しみ、 学び、 支

えてくれるを期待します !!

令和３年度　小学校・中学校・教育委員会職員紹介New
Face

小
学
校

教
育
委
員
会

　今年度より始まる ICT 教

育を充実させるため、 児童・

生徒・先生のサポートをし

てくれます。

２０２１　New Face３ 教育委員会議だより・図書室情報

図書室情報 №21　2021 年（令和３年）５月
大宜味村図書室（旧大宜味小学校２F：村史編纂係内）

大宜味村字大宜味１番地　0980-44-3009　

利用状況累計

〇来室者数…のべ 993 人

〇貸出冊数…1,951 冊

〇登録者数…９2 人

★現在の蔵書数…5,958 冊＋県立図書館の本 500 冊

４月の統計（４/23 まで）

〇来室者数…のべ 53 人

〇貸出冊数…1２3 冊

５月図書室カレンダー　閉室日 ：

※来室の際は、マスクの着用、手指の消毒にご協力ください。

～教育委員会　会議だより～
　　　第３回　教育委員会議　　令和３年３月２５日（木）午後２時　開催　　

≪審議事項≫

議案第３号　学校医、学校歯科医及び学校薬剤師の任命について（中学校）≪原案可決≫

議案第４号　学校医、学校歯科医及び学校薬剤師の任命について（小学校）≪原案可決≫

議案第５号　大宜味村スポーツ推進委員の委嘱について　　　　　　　　 ≪原案可決≫

　
  ※ 議案第３号及び議案第４号については、学校医　金城英與先生、学校歯科医　三丸博之先生、

     学校薬剤師　原田秀樹先生が任命されました。

　※ 議案第５号　スポーツ推進委員に比嘉大悟さんと倉持有希さんが新たに委嘱されました。

会議で決定した事項をお知らせします。

１．主　　催　　大宜味村学力向上推進委員会・大宜味村教育委員会

２．訪 問 先　　福島県　耶麻郡　西会津町

３．実施期間  　受入予定 令和３年７月３０日 (金 )～８月１日 (日 ) 

　　　　　　　  派遣予定 令和４年２月１１日 (金 )～２月１４日 (月 )

                  ※新型コロナウィルスの状況等により、延期又は中止になる可能性もございます。ご了承ください。

４．募集対象　  大宜味小学校６年生の児童及び大宜味中学校１年生の生徒

５．募集人員　　２２名（小学校６年生：１１名、中学校１年生：１１名）

６．募集方法　　参加希望者は下記書類を学校へ提出してください。

 　 ①健康診断書（各医療機関発行の様式で可）、②応募用紙（当用紙については、学校にあります）

７．募集期間　　令和３年５月１２日（水）～６月４日（金）

　※詳しい内容につきましては　大宜味村教育委員会にお問い合わせください。

　　お問い合わせ：大宜味村教育委員会　☎０９８０－４４－３００６　社会教育係（担当：津波古）　

　西会津町の友達と交流しよう！交流を通して沖縄と異なる自然や地域、 歴史や文化を学ぼう！

　令和２年度はコロナウイルスの影響で実施できなかったため、 今年度は小学６年生と中学１年生の児童・生徒の団員を

募集します。

令和３年度　西会津町交流事業「体験の翼」団員募集のお知らせ

日 月 火 水 木 金 土 

      １ 

２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ 

９ １０ １１ １２ １３ １４ １５ 

１６ １７ １８ １９ ２０ ２１ ２２ 

２３ ２４ ２５ ２６ ２７ ２８ ２９ 

３０ ３１      

 

NEW

 

NEW新着図書

寄贈図書
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４５ こども園入園式・大宜味小学校・中学校入学式　

　４月１日（木）、おおぎみこども園において令和３年度おおぎ

みこども園入園式が行われました。

　５歳児から０歳児まで今年度の園児は全部で 99 名。でいご組

さんはお兄さん、お姉さんらしく先生方のあいさつもしっかり

とした姿勢で話を聞くことができました。

　政信園長先生は「体を動かし、ごはんをたくさん食べる体の

元気な子、お友達や先生と仲良くできる心の優しい子、絵本を

たくさん読み、生きものたちとも仲良くなれる子を目指して体

と心と頭をいっぱい成長させてください」と園児たちにお願い

しました。

　すぐには慣れないこともあると思いますが、それ

ぞれのペースで園生活を楽しんでください。

　４月８日（木）、令和３年度大宜味小学校入学式が行われました。

　今年も規模縮小の入学式とはなりましたが、新１年生たちは緊張しなが

らもしっかりした足取りで舞台から登場。お父さん、お母さんの前を颯爽

と歩いて入場しました。

　児童を代表して６年生の平良夏音さんは「小学校では遠足や運動会、１

年間頑張ったことを発表するきらめき発表会な

ど楽しいことがいっぱいあります。初めてのこ

とで心配になることがあると思いますが、お兄

さん、お姉さんは優しく教えてくれ、失敗して

も先生たちが励ましてくれます。みんなでいろ

いろな思い出を作りましょう」と歓迎しました。

　１年生たちも元気に「ドキドキドン！一年生」

を元気よく歌い、みんなのの歓迎に応えました。

４月１日おおぎみこども園入園式

山口愛紗　　渡嘉敷空　　花田琉空　　平良栄棋　　山川瀬奈

中井慶次郎　福地楽偉門　崎山　陽　　藤田大洋　　平良菜海

吉本心菜　　宮城颯人　　髙良　心　　宮城　松　　我部喜歩子

川上　鍬　　髙澤杏音　　前田明志　　幸山ひなの　金城匠英

大城真乃　　髙江洲千歌　瑞慶山時来　我那覇ゆい　島袋恭輔　

大石明翔　　金城翼希　　平良規一　　高山莉生　　新垣友愛 

　　　　　　　　　　　　　　男子 18 名　女子 12 名　計 30 名

　４月７日（水）、令和３年度大宜味中学校入学式

が行われました。

　真新しい制服に身を包み、気持ちも姿勢もシャ

キッとした 30 名の１年生は家族や在校生から温か

く迎えられ、堂々と入場。頼もしい姿を見せてく

れました。

　１年生を迎え、生徒会長の宮城はちさんは「勉強、

部活、行事に楽しみながら励んでほしい。１人の

100 歩より 79 人の 100 歩を目指し、共に学び楽し

い中学校生活を過ごしましょう」と新入生を歓迎。

新入生を代表し、我部喜歩子さんは「私たちはとても元気なクラス。

怒られることもあると思うが、みん

なで注意し合いながら先輩たちと一

緒に学校づくりをしていきたい。み

んなで一致団結して過ごしたい」と

決意を述べました。一人一人の個性

を活かし楽しい学校生活を送ってく

ださい。

平良莉琉　　照屋彩里愛　渡嘉敷花　山城もも子　平良謙真

吉濱心衣菜　眞境名由圭　髙良　圭　宮城めい咲　宮城飛友磨

宮城丹那　　真喜志美音　比嘉蝶朱　新城琉桜　　宮城春杜

　　　　　　　　　　　　　　 男子 6名　女子 9名　計 15 名

４月８日大宜味小学校入学式 ４月７日大宜味中学校入学式
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村史編さんだより
第 121 号　2021 年 5 月 1 日　大宜味村村史編纂係４４－３００９　

村史編さんだより

令和２年度 第２回 村史編さん委員会 を開催しました！

　年度末ギリギリの第２回編さん委員会開催となり、委員の皆様にはお忙しい中、集まって頂き、令和 2年度の振り返りと、

新年度以降の活動方針を議論、確認しました。今会議の中で糸芭蕉の芯（グイ）を使った“グイズネー”の調理法の紹介と

試食を行い、限られた時期にしか食べられない珍しい料理に話が弾みました。

編さん委員会議の内容　■令和２年度に事務局が行った作業の報告　■現在編集中の『人と自然編』進捗状況の報告　

■『村史普及版』について→発刊の必要性や内容等もっと時間をかけて検討する必要がある　■村史編さん計画の期間

延長について→新年度に入ってから期間延長の要請を行う　■『写真集』、『通史編』専門部会の設置について→大まか

な事務局案を確立し専門部会委員の人選・依頼をする。細かい内容は専門部会で話し合う。

　令和３年度の計画……『人と自然編』の発刊。『写真集』『通史編』専門部会の立ち上げと資料収集。

無事に発刊できるように頑張ります！！今年度も村史編さんにご理解、ご協力をよろしくお願いいたします。

寄贈ありがとうございました！ （大保区より）

子供たち 家族写真

後ろに出荷用のヤマダキが見える

辺
高
へ
自
転
車
通
学

江
洲
開
拓
当
時
︵
１
９
６
３
年
頃
︶

照屋カメさんカジマヤー祝い（1960 年頃）

家族写真

家の竣工祝い（1950 年頃か）
※まだまだ募集中！皆さんのところにもこんな写真ありませんか♡
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諸
御
用
木
仕
立
敷

　
　
　
　

の
抱
護
林
か
ら
大
小
に
関
わ
ら
ず
木
を
伐
る
者
）
本
に
同
二
百
文
宛

　
　

一
、
山
中
梛
樫
木
の
曲
木
短
木
不
依
大
小
伐
取
候
（
山
中
の
梛
、
樫
の
曲
木
、
短
木
、
大

　
　
　
　

小
に
関
わ
ら
ず
伐
採
し
た
者
）
本
に
同
参
文
宛

　
　

一
、
御
仕
立
木
之
眞
蜘
経
掛
其
儘
召
置
候
方
本
に
同
五
十
文
宛

右
箇
條
之
当
春
よ
り
山
勝
負
被
仰
付
春
秋
四
手
に
差
分
け
致
廻
見
仕
不
足
又
は
科
付
等
委

曲
書
留
涯
々
頭
御
役
御
封
印
申
請
置
各
手
に
て
諸
首
尾
之
砌
御
奉
行
於
御
前
に
相
開
き
負

之
方
は
村
々
夫
地
頭
、
掟
、
組
頭
、
山
当
共
勝
之
方
へ
為
致
一
礼
且
村
々
夫
地
頭
掟
組
頭

山
当
共
各
赤
面
業
為
致
左
候
て
科
松
料
銭
之
儀
は
為
御
褒
美
勝
之
方
へ
被
成
下
其
一
座
に

て
支
配
被
被
仰
付
可
被
下
候
以
上
明
治
七
年
戌
二
月
間
切
吏
員
連
名
下
知
役
、
検
者
、
山

筆
者
奥
書
（
國
頭
間
切
役
場
保
管
の
書
類
）

　

備
考

右
に
よ
れ
ば
國
頭
間
切
の
山
勝
負
は
明
治
七
年
よ
り
始
ま
り
し
が
如
く
な
れ
ど
も
是
れ
文

意
の
足
ら
ざ
る
に
よ
る
も
の
に
し
て
蓋
し
山
勝
負
は
各
間
切
共
其
の
起
原
頗
る
古
し
と
云

う
唯
だ
國
頭
間
切
は
此
年
初
め
て
之
れ
に
関
す
る
明
文
を
設
け
し
も
の
な
る
べ
し
即
ち
七

十
余
歳
な
る
現
今
の
國
頭
間
切
長
大
城
久
義
の
如
き
も
其
の
起
原
に
関
し
て
徴
す
べ
き
伝

説
を
有
せ
ず
と
云
ふ
。

　
　
　
　
　
　
　
　

（※

訳
文
は
大
意
を
記
す
。
浅
学
に
つ
き
御
笑
覧
の
上
、
御
教
授
請
う　

文
責
：
新
城
）
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　大宜味村役場庁舎が間もなくその役割を終え、次の新しい庁舎にバトンを渡す。

現在の庁舎は、沖縄が日本ではない「琉球政府」の頃に建設され、落成祝賀会は「琉

球政府」から「沖縄県」になった１９７２年５月１５日以後の６月１７日に行われている。

大きな時代の変わり目に現在の庁舎は誕生し、そして大正生まれの旧庁舎は役割を終えたこ

とになる。

　現庁舎は４９年でその役割を終えるのだが、４９歳は人間でいえば「とぅしびー」になり

何らかの祝いをすべきだと思う、のだが・・・。近年の沖縄では１３祝いはしても、次の２５、

３７、４９歳はトートーメーへの報告程度に終えて祝いはせず？、次の還暦（６１歳）に少

し考え、その次の７３歳少し行い、その後の８５歳、８８歳（米寿）、９７歳（カジマヤー）、

と祝いの規模が大きくなっていく。

　大宜味村ではこれまで、建造物を擬人化して節目節目に盛大な祝いをしてきた歴史がある。

１９９９年に３６年で役割を終えた旧塩屋大橋（赤橋）はその年の５月に１ケ月かけて「サー

バシカフー祭」が盛大に催され、多くの人々が橋への思いを綴った。

　１９２５年（大正１４年）建築の旧庁舎は数え８８歳の米寿を迎えた２０１２年に「旧大

宜味村役場庁舎　米寿祝い（トーハキユーエー）」が盛大に行われた。その時には旧庁舎の設

計者の孫と、建築者の子、という時代を超えた関係者の対面があった。その旧庁舎は今年数

え９７歳のカジマヤーを迎える。

　併せて４９歳のトゥシビーで役目を終わる現在の庁舎に労いの言葉だけでもかけたいと思

うのだが・・・・・。

～　リュウキュウからウチナー世　　眺みたる庁舎　　四十九ぬう祝　沙汰んぬくち　～

うみがーみー

～お詫びと訂正～

　４月号のあじま～ P5 村内小中学校・こども園・教育委員会　 異動者 退職者に誤りがありました。

　訂正）主観保育教諭→主幹保育教諭　追加）中学校　玉城茜先生（今帰仁中へ）

　関係者のみなさまにご迷惑おかけいたしましたことを、深くお詫び申し上げます。　

　５月です。 動物たちの顔ぶれもだいぶ変わってきました。 アカショウビンはキュロロロ～と元気よく森を飛び交い、 海ではアジ
サシたちが魚を狙ってダイブします。 いろいろな生きものが採餌に繁殖に大忙し♪山も川も海も賑やかな季節になりました。

ナベヅル：ツル科今月の生きもの

　初めまして。私、ナベヅルと申します。迷鳥です。

　いつもはロシアや中国大陸から九州地方に渡って越冬するのですが、沖縄

に来ちゃいました。てへっ♪ でも、ここは暖かいし、サトウキビの収穫が終

わった畑には餌もたくさんいて過ごしやすいかも。国内最大のツルの越冬地

になっている鹿児島県出水市の出水平野にはたくさんのツルが集まるの。

　去年 12 月の調査では私たちを始めマナヅルや他のツルたちで 1万 7315 羽

も記録されたそうです。これから迎える繁殖期にはまた大陸に戻るから、そ

の時には仲間たちと合流できるといいな～。

３日（月）憲法記念日

４日（火）みどりの日

５日（水）こどもの日

６日（木）区長会

７日（金）（中）部育成・PTSA 総会

10 日（月）（小・園５歳児）家庭訪問 ～ 14 日

15 日（土）ﾐﾆﾊﾞｽｹ辺土名ﾌﾞﾛｯｸ交換会

19 日（水）村学推・PTA 連合総会・教育講演会

21 日（金）（園）春の遠足

22 日（土）わんぱく体験団①

24 日（月）地区学力向上推進委員会　総会

26日（水）村老連グラウンドゴルフ大会

27 日（木）定例教育委員会議

５月 29 日

こんにゃくの日


